
学校創立

校地校舎

rZヨ

秋田県立能代高等学校

所在地〒016-OL秋田県能代市字高塙2－1 ＴＥＬ　０１８５－５４－２２３０

犬fE14年4月6日＜卒業生総数　１４，６９７名＞

校地面積　９１，７ １１ｍ２

校舎面積　１１，４３１．１９ｍ２

　　管理棟，教室棟，大体育館，小体育館，枯枝場，雨天体育館，プール，部室棟，

　　その他

教育計画

　建学の精神

　校　　訓

　教育目標

本年度目標

『一国文教ヲ以テ興ﾘ，一国文教ヲ以テ亡ブ』

『至誠力行』

１　真理を追究する旺盛な精神力と広い視野に立った熱意とをもって，事に当たる

　ことのできる人間

２　正義を愛し，責任を重んじ，自主的に行動できる人間

３　自然に親しみ，人間を愛し，国際社会にも貢献できる協調性に富んだ，心身共
　に健康な人間

１　己を抑え，清く正しく，負心をもった生活をできるようにする。(克己誠実)

２　強い進路目標を持ち,その達成に向かって,自ら求めて学習できるようにする。
　　(自発学習)

　　　　　　３心と体を鍛え，本校の名声を高める部活動に積極的に励むようにする。（韻舌
　　　　　　精励）

重点課題　１　実効ある65分授業の構築

　　　　　　２　進路対策，部活動対策の検討と具体的な展開

　　　　　　３　教育環境の将来構想の策定と具現化

EZI
大正13.12.23

ﾉ/　　14.4.6

μ
μ
が
が
μ
が

昭和
μ
が
々
が
μ

　　　　　　　/ﾉ

　　　　　　　ﾉ/

㎜″

14.1

15.

15.

15.

15パ

L5パ

5.

5.1

8

１

４
ｒ
ｏ

11

　1

　6

９
り
り
０

―
―

　
・
ｉ

ｒ
Ｄ
Ｑ
｝

9.23

4.1

0.30

12

16.4.1

17

19.2.15

20.4.1

2L

秋田県立能代中学校設立認可

第１同大学式挙行（２学級，

秋田県工業講習所にて授業開

始）

校舎を新築の体操場に移転
父兄会創立

校旗制定

校舎を新築の本館に移転。

校歌制定

校舎落成式挙行（以後開校記

念日と定む）

同窓会創立

校訓制定

校章制定

明治神宮大会，体操部優勝

学級増加となり３学級募集

明治神宮大会体操，中村史朗

個人優勝

柔道場，銃器庫を残し校舎全

焼。長根町仮校舎に移転

学級増加となり４学級募集

体操部第１回国体優勝，鍋谷

鉄巳個人優勝
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能代中学再建同盟結成

体採卵国体優勝，小野喬個人

優勝

樽子山新校舎に移転（能代市

追分町）

新学制実施。秋田県立能代南

高等学校と改称

定時制課程，ニツ井・藤琴・

八森・常盤分校付設

再建校舎落成式挙行。校歌・
校章改定

休採卵第１回インターハイ優

勝，小野喬個人優勝。体採卵

国体優勝

体操卵インターハイ優勝

男女共学実施

体操卵インターハイ優勝

体操卵インターハイ優勝，鈴

木恪悦個人優勝。体採卵国体

優勝

卒業生鍋谷鉄巳，小野喬両氏

ヘルシンキオリンピック出場

記念として，秋田県オリンピ
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本会の会計年度は、毎年10月１日に始ま､りＪ９月末日を以て終わ奉。三゛｀

本会則は昭和53年10月一部改正する。

本会則は平成３年６月一誤皮正する。

　づ第３条　本会は同窓生各位の親睦と相互の繁栄を図り、

　　　　　　寄与するものとする。　　　尚　　　犬.

♂♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂-♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂-♂%　　　　　　　　　　　%♂%

　j第４条　本会は幹事を置《。但し、人数絃制限しな.い。任期縁定めないゾ

]第５条　幹事の内より、会長１名・副会長若干老･会計若干名を置く。又

　　　　　　　~ﾐ●i4－●.､-　　j--~　　　kJ･･..､、･-　－●-、.　ゝ--こJ●-.-㎜㎜－
　　　　ことができる。但し、任期は各々２年とし、留任拉妨げない。

第６条　本会の運営に当たり、事務局を設ける。

第フ条　本会の運営一切の事項について揉、幹事会に一任する。･

才秋田県 べ皿: ぼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　7♂　--♂%♂♂w -- － -.､.､ヾヾ-　－-=〃m　－－w- 7.､jf♂%

゛゛第１条　本会は秋田県立能代高等学校東京同窓会と称ずる
。仁　呂………

万.

゛゛c･･゛
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☆第２条　本会は能代高等学校を卒業、又は在籍したごとがあり言東京お.，

　　　　　　とｺﾞ&･iふW4f}L　八Ｊｗ－・九之－Zj4ふﾒMf゛=ゝ_゛、t.乙ﾐ゛゛　゛・居住する者は、全てその入会の資格を得る.ちのとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　♂♂%　　S♂%-

以て郷土の聚腿と毎校明男陶とJ
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顧問を置ぐ⊃
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本会縁年１回総会を開催する。　　　士、1　≒　①万，二回止水三三ス。

本会運営費は、会員の納付した年会費､寄句合その他を以てこ､れに当て岑。但回

し、年会費の金額に関しては、幹事会がこれを定めるもの゛とする.。　、.宍三

納付された運営費は返還しない。　　二‥‥‥‥‥fj'.゛円　土二三四天第狛条∧納付された運営費は返還しない。

｀'第８条　本会縁年１回総会を開催する。

:〕第９条

7第11条

７附則

｜

あ・ど・が・き

　みなさまの協力のおかげで，会報の発行もなんとかN0.5まで参りました。多用に取り

紛れ編集に集中できず，みなさんに満足して頂けるものかどうか，自信がありません。回

を重ねるにつれて，内容構成ともに少々マンネリ化しているのではないかと，反省してお

ります。なにかいいアイディアがありましたら，教えてください。

　さて，今号も昨年十月の10周年記念総会の会場の模様を中心に，ご報告することにいた

しました。記念総会でもあり，例年以上に盛りだくさんの内容でした。高橋先輩の壇上に

寝そべるほどの身振り手振りの混じった実演入りの講演は，大変熱のこもったもので，会

場に深い感銘を与えてくれました。始めて招待の形で参加した新卒のフレッシュ・パース

ンたちも先輩たちの息吹に感勤し，それなりの手ごたえを感じた様子でした。

　レトロ趣味が今いちばんトレンディと言われて久しくなりますが，各地に「ふるさと会」

や「同期会」が盛んなこともその一つの表れかもしれません。この度は，塚本一勝永・伊

藤諸先輩から，写真や寄せ書きなどの資料とともに，それぞれ同期会の風景をお知らせ頂

きましたので，今回は，これを紹介させてもらうことにいたしました。例年通り，郷里の

各市町村からは「市町村便り」を始め，東京で行われた「ふるさと会」の模様など，貴重

な資料をお寄せ頂いておりますが，残念ながら紐漱の関係で，本年度は「ふるさと短信」

を休ませて頂きます。今後とも，よろしくご協力のほどお願いいたします。

ｅ164東京都中野区中央５丁目７番１号株式会社友和　内

秋田県立能代高等学校東京同窓会事務局a〕3-3383-21n（大代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　編集：杉崎孝雄（新制８期）




